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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】PTSD（Posttraumatic Stress Disorder）において情動を伴う再体験（フラッシュバック体験）が特徴の一
つであるが、その神経基盤は現在検討されている。今回健常被験者を用いて再体験モデルを作り、情動を伴うエピソ
ード記憶の想起課題時に賦活される脳部位を、コントロール課題のそれと比較し、情動に関連したエピソード記憶の
神経基盤について PET を用いて検討する。 
【方法】被験者は 10 人の右利き健常男性。PET 検査前日に先行刺激として情動を賦活する動画（ホラー映画）を視
覚聴覚的に提示し、その前後で STAI（State-Trait Anxiety Inventory）を実施し十分な情動賦活を確認した。
H215O-PET は４種類の課題（情動を伴うエピソード記憶課題と３つのコントロール課題）を 12 回ランダムに実施し、
それぞれについて 60 秒の PET scan を実施した。各課題終了後に主観的恐怖の程度を、アナログスケールを用いて
評価した。 
【結果】先行刺激提示前後の STAI 比較から十分な情動賦活の入力が確認できた。PET 課題実施時のアナログスケー
ルの比較により、情動課題とコントロール課題で主観的恐怖の程度に有意差が示された。情動を伴うエピソード記憶
課題がコントロール課題に比して、retrosplenial cortex（Brodmann Area 31）、左側頭後頭視覚連合野（Brodmann 
Area 19）、右前頭前野皮質（Brodmann Area 10）で有意に賦活が見られた。 
【考察】当初 retrosplenial cortex 及びその周辺部位は、病巣研究などにより記憶や視空間認知への関連が示唆され
ていた。その後、神経機能画像研究の進歩により情動と記憶を関連づける役割が示唆されてきた。更にベトナム戦争
などでの PTSD 患者の再体験中の神経機能画像研究でも同部位の賦活が見られている。 
 今回の結果により、PTSD における再体験という症候は PTSD に特異的なものではなく、健常者でもみられる情動
処理機構の破綻が原因でではないかという仮説が考えられた。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 この研究は PET を用いて健常被験者での情動に関連したエピソード記憶の神経基盤について検討したものである。
情動と記憶の関連付けへの retrosplenial cortex の関与について証明した。さらに、より現実の情動に関連したエピ
ソード記憶を実験場面で再現するため、アナログスケールという被験者の主観による評価で統制をかけることで今ま
で情動価の統制という難関のため用いられなかった動画という現実性に富んだ媒介を使用し、独創性のある実験方法
で結果を導き出した。この結果は精神神経科領域での課題となっている PTSD（Posttraumatic Stress Disorder）の
再体験症状の神経基盤の解明にも新たな知見を提供したと考えられ、学位の授与に値する論文と考えられる。 
